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昨年９月に吉田先生からのメールで、インターハイ役員を募集していることを知った。 

自分は卒業してからほとんど山には登っていなかったし、 登る自信も無かった…だから自

ら役員に志願する気も無かった。 

２週間後、再度、吉田先生からのメールで、役員が集まっていないことを知った。 

少し考えて、ある男に電話をした。 

「役員。やらないか？……」 

次の日、その男と酒を飲みながら話し合った。仕事のこと、体力のこと、不安なことはい

っぱいあった。その男は相変わらず弱気だったが、結局、お互い同じ思いだった……。 

スグに吉田先生に二人とも役員に志願することを伝えた。その後は不安な気持ちを隠すか

の様に、高校時代の思い出話しで酒が進んだ。とてもうまい酒だった。 

それから準備をすすめて行くうちに思うようになった。「どうせやるなら、良い仕事してや

ろう。全国の高校生に、そして自分に、良い思い出を残せる様に…」 

自分が現役の頃のインターハイの資料を、押し入れから引っ張り出し、ふと、思いだそう

とするが、ほとんど記憶に残って無い。14年も前のことだから仕方ないのか…。 

いや、当時は全国大会というプレッシャーで緊張して、記憶がほとんど残って無いのだ。 

だからこそ、今回のインターハイは、なるべく記憶に残る、思い出になるインターハイに

しよう。 

自分にとっては二度目のインターハイ。思う存分楽しむことにした。 

そして 7月の事前研修会。 

少し心配だった体力も、登ってみれば問題無いことに気付き、山を楽しむことができた。 

そして山を下りた後、みんなで飲んだビールが何よりうまかった。 

この研修会では、個人的には山に登る自信を得たので良かった。 

それと、二日酔いには注意しなければならない。。。ってことも学んだ。 

しかし工業ＯＢとしては、膝を壊す人がいたり、登山靴が破損した人が二人もいたりで少

し心配だった。 

…が、一人はスグに山を下り、眩しい光を浴びながらも車を飛ばし登山靴を買いに行き、

一人は近くの雑貨屋で赤く輝く長靴を買い、それぞれ次の日の山を難なく登りきった。さ

すが工業ＯＢだと思った。 

そしていよいよ大会本番。 

丸一週間、仕事を休むこと。会社の上司は嫌な顔をしつつも、「ケガだけはするなよ！青春

の続き、楽しんで来い。」と温かい言葉をいただいた。 

その言葉で頭の中で引っ掛かっていたモノが無くなり、さらにインターハイを楽しもうと

思えるようになった。 

大会日程を見てまず考えたこと、研修会で学んだことを踏まえて、いつがたらふく飲んで



も大丈夫な日か。。。 

そんなことを考えつつ、実は少し緊張もしていた。 

実際に大会が始まり、全国から集まった選手たちを見ると、14 年前の記憶がよみがえって

きて、新鮮でワクワクするような不思議な気持ちになった。 

山行時は少しの荷物を、なんちゃってメインザックに入れて登る。何もなければ大勢で登

る楽しい登山なのだ。何もなければ…。 

山行二日目。まさか昨年の優勝高校がリタイアするとは…。 

支援隊員として班から離れたチームを見守りながら隊長が来るのを待っている時、チーム

のメンバーは落ち込んだ様子だった。たまらず声を掛け、14 年前の自分の話をした。それ

で彼等の気が晴れたかはわからないが、少しは役に立てたのでは？と思った。 

…しかし、改めて登山の厳しさを教わった。 

その後もリタイアしたチームのことが気にかかっていたが、閉会式の時、四人揃って出席

していたので安心した。 

閉会式。成績発表の時も 14年前を思い出していた。 

あの時、自分たちは６位でステージに上がったのはリーダーの自分だけだった。本当は四

人でステージに上がりたかった。 

そんなことを思い出しながら、優勝校の発表を待っていた。 

「優勝、新潟県…」この瞬間に思わず立ち上がって拍手しそうになった。 

その後に続く「県央工業高校」の言葉を聞いた瞬間、泣いてしまった…。 

今大会では、県央工業高校は見事な成績で四人でステージに上がっていた。 

自分たちの時と比べてしまい、羨ましく思えた。 

式の後、リタイアしたチームのリーダーが来て挨拶をしてくれた。色々な思いがあって、

泣きそうになった。 

自分のかぶっていた役員用の帽子を記念に欲しいと言われ、こころよく汗臭い帽子を渡し

た。。。 

今回、この大会に役員という立場で参加できたことで、昔を思いだしたこと。 

あまり繋がりの無かったＯＢとも仲良くなれたこと。 

そして、これからまた山に登りたいと思うようになったこと。 

たくさん得るモノがあった。 

参加できたことに感謝します。 

青春の続きをありがとうございました。 

それと、今大会に参加したくても会社の都合上、参加できなかった人。 

大会中に負傷して、登れなくなり悔し涙を流した人。 

様々な人が居ると思います。 

気持ちは多分一緒だと思います。これからみんなで山に登って、うまい酒を飲みましょう!! 


